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研究要旨 

本研究は男性と性行為を行う男性; Men who have Sex with Men（以下 MSM）の HIV検査受検行動支

援のために必要な課題の整理と検査環境整備への提言を目的として実施する。 

今年度は、HIV検査相談会の実施による MSMの受検ニーズ評価、MSM向けコミュニティイベント来場

者に対する調査および首都圏のインターネット調査パネル登録者の MSM、MSM 以外の男性、女性に対

する調査による検査受検経験等を評価した。 

検査相談会では平日の夕方から夜の 3時間で 157名の MSMが検査相談を利用し、HIV陽性割合 4.3%

（95%CI: 0.1%,5.7%）、TPLA 陽性割合 22.6%（95%CI: 15.6%,29.6%）、HIV陰性の人における TPLA陽性

割合は 20.3%（95%CI: 13.5%,27.1%）であった。 

ゲイ向け出会い系アプリを利用した人（p＝0.026）、ゲイ向け商業施設を利用した人（p＝0.05）で

は生涯の HIV検査受検割合が有意に多かった。また、ハッテン場利用者は非利用者に比べて過去 1年

以内の受検割合が有意に高かった（p=0.004）。活発な出会いがあることで HIV 感染リスクが高いこと

が懸念されているハッテン場や出会い系アプリを利用している集団において、HIV検査を受けている

人が多かった。 

HIV 検査受検や結果を知った先の不安に対して、広報コミュニケーションや専門の相談員によって

応えることにより検査受検行動支援を行うことができた。検査を定期的に受けるリピーターに向けた

利便性の高い検査の提供と同時に、複合的な不安や困難を抱えた対象の受検ニーズを踏まえた検査相

談の機会を提供することも重要である。 

A.研究目的 

本研究では男性と性行為を行う男性; Men who 

have sex with men（以下 MSM）の HIV 検査受検行

動支援のために必要な課題の整理と検査環境整

備への提言を目的として実施する。 

研究 1 では、東京都の東地域において、ＭＳＭ

向けの即日のＨＩＶ及び梅毒の検査相談会を、前
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年度に実施した検査相談会の課題であった受検

希望者が定員を超過した場合の対応と受付後の

スムーズな誘導と検査に関して改善するととも

に、開催時間帯、曜日、確認検査結果返却までの

時間を変更して実施することで、地域性や対象特

性を考慮した検査・相談のニーズについて評価し

た。 

研究２では、MSM に向けた HIV予防啓発を行って

いる Community-Based Organization; CBO が活動

拠点としている新宿二丁目のコミュニティイベ

ント来場者に対して調査を行い、検査受検経験を

評価した。 

研究３では、インターネットマーケティングリ

サーチ会社に登録している調査パネル登録者の

内、MSM、MSM以外の男性、女性を対象として調査

を行い、検査受検経験等を評価した。 

これらにより、検査を受けていない人はどのよう

な人であるかを明らかにし、今後の HIV 検査受

検勧奨施策に活かすことを目的とする。 

B.研究方法 

研究１ 

B1-1．検査相談会の実施 

MSM に向けた HIV 及び梅毒の即日検査相談会を

平成 29 年 10 月 30 日（月）に実施した。台東保

健所の協力により、台東保健所が入る建物の１階

３階および４階を検査相談会の会場として利用

させていただいた。新宿区内にある診療所の巡回

診療所を 3階の会議室があるフロアに開設して実

施した。1 階を案内、3 階に受付、ガイダンス、

採血、待合、4 階の個室を利用して結果返却と相

談を行った。検査相談の受付時間は 17 時から 20

時とした。 

検査結果の受け取りは原則採血から 1 時間後の

18時から 21時、相談は 17時から 21時までの間、

随時利用できるようにした。検査受付の定員は

150 名とした。 

検査相談会の参加に関する取り込み基準は、検

査相談会場に来場し研究参加の意思を示した人、

男性と性行為をする男性（MSM）であること、20

歳以上であること、研究説明書および同意書の内

容を理解した上で研究参加の意思を示した人、日

本語によるコミュニケーションがとれること、10

月 30 日の検査結果が「確認検査が必要」だった

場合に、確認検査の結果を翌週の決められた日に

本人が受け取りに来られること、他の受検者や研

究実施者および台東保健所等に迷惑をかけない

ことを条件とした。 

B1-2．会場内の受検者の流れ 

受検希望者は台東保健所１階の案内に従ってエ

レベーターで 3 階へ移動する。3 階受付で「快速

あんしん検査 上野駅」の検査相談会への来場者

であることを確認してガイダンスへ案内する。ガ

イダンス担当者は、ガイダンスシート、研究参加

同意書、問診票、アンケートの内容を説明し、研

究参加への同意を確認する。ガイダンスを終え、

研究参加の意思を示した参加者は採血待合室で

待機する。採血担当者は ID 番号で呼び出し、研

究参加同意書へのサイン記入と ID 番号を確認し

た上で採血管に ID 番号を記載し、受検者ととも

に間違いがないことを確認した後、採血する。採

血終了後、結果受け取りの時間まで結果待合室で

待機するよう伝える。採血後の待合時間にも専門

の相談員による相談ができること、申し出によっ

て一時外出可能なことを伝える。外出を希望する

場合は、受付においてガイダンス時に説明した書

類一式を預かり、受検票カードのみを渡し、戻っ

たら受検票カードを確認して書類を返却する。ア

ンケートは結果受け取りの呼出までの待ち時間

に記入してもらい、待ち合いに設置するアンケー

ト回収箱に提出してもらう。検査結果返却担当者

は検査結果が記載された個票を検査担当者から

受け取り、結果待合室にいる受検者を ID 番号で

呼び出す。呼び出された受検者が持っている受検

票カードと結果個票の ID 番号が一致しているこ
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とを、その場で確認した後、受検者と結果返却担

当者は 4階結果返却用の個室に移動する。梅毒お

よび HIV の検査結果について説明を行う。HIV の

結果説明の際には、今回結果が陰性の人も陽性だ

った場合の説明内容を知ることができるよう、

HIV 陰性の場合の説明と HIV 陽性の場合の説明が

裏表に記載されている説明用紙を用いた。HIV の

結果が判定保留の場合は、結果説明担当者の呼び

出しに応じて台東保健所の保健師が同席し、翌週

以降の確認検査結果受け取りの日程を調整する。

その間の判定保留者の相談等は支援 NGOおよび研

究班としてサポート体制を作った。確認検査の結

果返却は支援 NGOとの打合せを行った上で、台東

保健所が通常の業務として実施している体制で

確認検査の結果返却を行った。 

B1-3．使用した検査キット 

検査相談会会場の HIV 及び梅毒の検査 

・HIV:ダイナスクリーン・HIV Combo（アリー

アメディカル） 
・梅毒 RPR 法:RPR テスト”三光”（エーディア） 
・梅毒 IC 法:ダイナスクリーン・TP Ab（アリー

アメディカル） 

HIV 判定保留の場合の追加試験。ELISA法を実施

し、陰性の場合は WB 法、PCR法は実施しない。 

・ジェンスクリーン HIV Ag-Ab ULT（バイオ・

ラッド）、バイダスアッセイキット HIV DUOⅡ

（シスメックスビオメリュー） 
・確認試験（WB 法および NAT 法）:ラブブロッ

ト 1 およびラブブロット 2（バイオ・ラッド） 
B1-4．検査相談会の広報 

東京都の東地域、特に上野駅周辺の MSM 向け商

業施設を利用している方々を含めて広く周知を

行うため、MSM の HIV 予防啓発を行っている NGO

の協力を得て、ゲイ向けアプリに検査相談会前の

１週間バナーを掲示し、広報を行った。前年度に

実施した検査相談会のイラストやデザインを再

使用し、前年度に実施した検査相談会と一貫性を

持たせた。 

広報は検査相談会の開催日時だけを伝えるので

はなく、「快速あんしん検査上野駅」というネー

ミングのもと、上野駅からあるいは MSM向け商業

施設に近接した利便性の良い場所での開催であ

ること、HIV および梅毒が即日でわかること、無

料匿名で予約不要であること、MSM への配慮や専

門の相談員による相談体制があることなど、MSM

にとってあんしんな検査であるとのコンセプト

に基づいて配慮していることが伝わるデザイン

や構成を NGOとともに工夫した。 

また、研究として実施する検査相談会であるが、

HIV 検査を受検することの個人的メリットや検査

結果が陽性だった場合の生活や支援についてサ

イトの内容やリンク先の工夫によって積極的に

伝えることで、検査相談自体は検査を受ける個人

の健康増進のために行われるものであることを

強調した。 

B1-5．検査相談会参加者に対する質問票調査 

質問項目は、属性、検査相談会を知った媒体、

これまでの検査受検経験、初回の人の未受検だっ

た理由、複数回受検者の過去の受検場所、今回検

査を受けたきっかけ、感染可能性の認知、当検査

相談会を選んだ理由、性感染症の罹患経験、性行

動と HIV予防行動、HIVと梅毒に関する知識、HIV

及び性感染症の予防啓発活動の認知など。 

B1-6．質問票調査の分析 

各項目の記述統計、関連項目のクロス集計を行

った。今回の検査が初受検の人と複数回受検経験

がある人とを分けてクロス集計を行った。 

B1-7．倫理的配慮 

人を対象とする医学研究に関する倫理指針を遵

守するとともに、山梨県立大学看護学部研究倫理

審査委員会の承認を受けた後に実施した（承認番

号 1717）。 
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研究２ 

B2-1．調査参加者と実施方法 

東京の CBO の介入地域のひとつである新宿二丁

目の商業施設等を利用するゲイ・バイセクシュア

ル男性を対象に、インターネット上の質問票によ

る調査を行った。 

調査参加者のリクルートは、調査実施を告知す

るポスターの掲示とともに、調査サイトへのリン

クを記したフライヤーを「東京レインボー祭り」

会場にて配布した。参加者は各自の保有する携帯

端末等からインターネット上の質問票サイトへ

アクセスし、調査に参加した。質問票サイトのト

ップページにおいて、研究趣旨について説明を行

い、調査趣旨を理解して調査研究に参加すること

に同意するチェック欄を設けた。回答後、開催期

間中の 15時から 18時の間にコミュニティセンタ

ーakta にて回答終了画面を確認の上、1,000円分

の QUOカードを謝礼として手渡した。 

B2-2．調査期間 

平成 29年 8月 13日（日）に開催された「東京

レインボー祭り」の当日イベント終了時刻の 18

時までとした。 

B2-3．質問項目 

二丁目への来訪頻度、商業施設利用、コミュニ

ティによる HIV予防啓発活動の認知、検査受検行

動、HIV 感染予防行動、CBO による HIV 予防啓発

プログラムの認知とコンセプトへの共感（5項目）、

新宿二丁目に対するコミュニティ感覚（4 項目）

それぞれについて選択形式で尋ねた。コミュニテ

ィ感覚は、新宿二丁目にいると、安心感のような

ものを感じる、新宿二丁目に、誇りとか愛着のよ

うなものを感じる、新宿二丁目でしか得られない

ものがある、新宿二丁目のために何か私ができる

ことがあれば参加や協力をしたい、の 4項目につ

いて、そう思うからそう思わないまでの 5件法で

たずねた。 

 

B2-4．分析方法 

質問項目ごとに記述集計を行なった。生涯の HIV

検査受検経験、最近の検査時期でクロス集計を行

って関連を検討した。 

B2-5．倫理的配慮 

本研究は侵襲を伴わない連結不可能匿名化のデ

ータを収集する横断調査である。本研究の研究計

画については山梨県立大学看護学部研究倫理審

査委員会の承認を受けた後に実施した（承認番号

1709）。 

研究３ 

B3-1．調査参加者と実施方法 

インターネットマーケティングリサーチ会社に

登録している調査パネル登録者に対して、研究趣

旨を説明の上、調査への協力について同意した人

に対して調査を依頼した。調査参加者の条件は、

居住地が埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県であ

ること、これまでに性交経験があること、性的な

ことに関する質問に回答できることとした。調査

対象者の条件に合致した 5,528名うち、回答時間

が著しく短い回答者を除外し、調査対象者の割付

に該当する 4,500名を最終的なサンプルとして使

用した。 

 自身の

性別 

これまでのセックス

の相手の性別 

風俗利用また

は勤務経験 

Group1 男性 男性 or 男女とも  

Group2 男性 女性のみ なし 

Group3 男性 女性のみ あり 

Group4 女性 男性のみ なし 

Group5 女性 男性のみ あり 

 
B3-2．調査期間 

平成 30 年 2 月 9 日から 2 月 16 日に調査パネル

登録者に対してメール等の通知を送信し、調査依

頼とデータ収集を行った。 

B3-3．質問項目 

検査受検行動、性感染症の罹患経験、感染可能
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性の認知、HIVに関する知識、HIV 感染予防行動、

CBO による HIV 予防啓発プログラムの認知、以下

MSM に対してゲイ向け商業施設の利用、新宿二丁

目に対するコミュニティ感覚について尋ねた。 

B3-4．分析方法 

調査対象グループごとに記述集計を行なった。

調査グループ１の MSMのみに質問している質問項

目に関しては、生涯の HIV 検査受検経験および最

近の検査時期でクロス集計を行って関連を検討

した。 

B3-5．倫理的配慮 

本研究は調査会社に自ら登録している調査パネ

ルに対して行うものである。侵襲を伴わない連結

不可能匿名化のデータを収集する横断調査であ

る。本研究の研究計画については山梨県立大学看

護学部研究倫理審査委員会の承認を受けた後に

実施した（承認番号 1730）。 

C.研究結果 

研究１ 

検査相談会当日は混雑を避けるため 16時 30分か

ら受け付けを開始した。最後に受付を通った方が

採血した時刻は 20 時 20 分、結果返却を終えた時

刻は 21 時 35 分だった。 

 
C1-1．検査の結果 

梅毒の TPLA 陽性数は 137 件中 31 件で、陽性割

合 22.6%（95%CI: 15.6%,29.6%）。HIV の迅速検査

の結果、確認検査が必要であった数は 5件で、確

認検査の結果は 4 件が陽性であった。HIV の陽性

割合は 4.3%（95%CI: 0.1%,5.7%）であった。HIV

陰性の人の内 TPLA 陽性は 20.3%（ 95%CI: 

13.5%,27.1%）であった。 

 

確認検査で陰性であった 1 名は確認検査結果返

却の予約日に再度台東保健所を訪れて、台東保健

所の医師が結果を返却した。HIV 陽性の 4 名のう

ち 1名は、抗体陽性であったが PCRは陰性であり

治療中であることが推察されるが、確認検査結果

返却のための日程調整の連絡が取れず、本人に確

認検査の結果を返却できていない。他の HIV陽性

者 3名は確認検査の結果を返却し、それぞれ医療

機関を紹介し、その後、各医療機関から受診報告

を受けた。 

アンケートの結果、HIV 陽性の 4名の内、３名は

過去１年以内に HIV検査を受けており、１名は今

回が初受検だった。 

C1-2．アンケートによる検査相談会の評価 

受検者の年齢は 40歳代が 41.5%と最も多く、50

歳以上は 81.1%であった。居住地は東京都が 66.7%

であり、その他は神奈川県 7.4%、千葉県 9.6%、

埼玉県 14.1%と東京を中心とした関東圏からの来

場であった。東京都在住者における区の内訳では

台東区が 14.4%と最も多く、東京都の東地域で

37.8%を占めていた。 

検査相談会を知った媒体は「出会い系アプリの

広告」が 88.1%と最も多く、次いで SNS や知人か

らの口コミが 11.9%であった。HIV 検査の受検経

験は、これまでに受検経験がなく今回が初めての

人が 15.6%であり、そのうちの 90.5%はこれまで

に HIV検査を受けたいと思ったことがあると答え

ていた（生涯受検割合 83.0%）。 

時間帯 受付数
16:30から17:00 24名
17:00から17:30 26名
17:30から18:00 20名
18:00から18:30 22名
18:30から19:00 24名
19:00から19:30 13名
19:30から20:00 8名

ｎ % ｎ %

陰性 106 79.7% 0 0.0%

陽性 27 20.3% 4 100.0%

HIV

陰性 陽性

TPLA
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今回が初受検と回答した人(n＝21)のこれまで

受検しなかった理由としては、「検査に行くきっ

かけがなかった」が 71.4%に続いて、感染してい

ることがわかると怖いから 33.3%、感染がわかっ

た後の生活が大変そうだから 28.6%であった。ま

た、初受検者が今回検査を受検したきっかけは

「ずっと受けたいと思っていたから」が 66.7%で

あり、今回の検査相談会を選んだ理由は「HIV が

即日でわかるから 61.9%」「来やすい場所（上野）

だから 57.1%」「梅毒の検査結果が即日でわかるか

ら 42.9%」であった。 

研究２ 

C2-1．調査参加者の属性 

調査サイトへの回答の内、回答時間が早すぎる

ものを除くなどして有効回答データ 156件を分析

対象とした。 

これまでに HIV 検査を受けたことがある人の割

合は 21.2%（95%CI: 14.8%,27.6%）であった。検

査を受けたことがある人(n=123)のうち、過去 1

年以内に検査を受けたことがある人は 50.4%

（95%CI: 41.6%,59.2%）であった。 

C2-2．過去６ヵ月間のゲイ向け施設等の利用 

生涯の HIV 検査受検経験がある人では、ゲイ向

け出会い系アプリの利用（p＝0.026）、ゲイ向け

商業施設を利用した人（p＝0.05）が有意に多か

った。また、過去 1年以内に受検していた人にお

ける有料のハッテン場利用が 46.8％であるのに

対して、過去 1年以内に受検していない人のハッ

テン場利用割合は 24.5％と有意に少なかった

（p=0.004）。 

活発な出会いがあることで HIV 感染リスクが高

いことが懸念されている商業施設や出会い系ア

プリを利用している集団において、HIV 検査を受

けている人が多い。 

過去 6 ヵ月に友達や知り合いと HIV やエイズに

ついて話したことがある人は生涯の検査経験あ

りの人では 67.5％、なしの人では 33.3％と有意

に受検あり群で多かった（p＜0.001）。 

C2-3．CBOによる予防活動の認知 

HIV 予防啓発を行うコミュニティセンターakta

の認知は、コミュニティセンターを知っていて行

ったことがある 60.3%、知っているがまだ行った

ことはなく行ってみたいと思っている 10.3%であ

った。コミュニティセンターaktaの活動の一つで

あるデリバリーボーイズを見かけたことがある

人は 48.7％、参加したことがある人が 7.7％であ

った。コミュニティにおける HIV予防啓発活動の

ロゴなどアイコンの認知は、生涯の検査受検また

は過去 1年間の検査受検に有意な関連は見られな

かった。 

C2-4．コンドーム使用行動 

過去 6 ヶ月の挿入される側（ウケ）のアナルセ

ックスでコンドームを全く使用しないまたは使

用しないこともあったと回答した人の割合は、生

涯の受検経験ありの人では 36.6％に対してなし

の人では 15.1％と、受検経験のある人において感

染可能性のある行動が有意に多かった（p＝

0.019）。同様に挿入する側（タチ）のコンドーム

を使用しないアナルセックスをした人の割合も、

生涯の受検経験ありの人で 38.2％に対してなし

の人では 9.1％と、受検経験のある人において感

染可能性のある行動が有意に多かった（p＝

0.001）。 

研究３ 

C3-1．調査参加者の属性 

自身が男性であり、セックスの相手の性別が男

性のみまたは男女ともと回答した MSMに該当する

調査参加者は 1,059名であった。 

年齢は 40歳代が最も多く、東京都居住者からの

回答が約半数を占めていた。女性の性風俗勤務経

験ありの人で年齢の平均値が 38.0 歳と他のグル

ープに比べて若い傾向があった。 
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C3-2．検査受検行動 

これまでに HIV 検査を受検したことがある人は

MSM で 30.6%と、それ以外の男性 6.7%と 17.9%に

比べて有意に高かった（p＜0.001）。MSMではこれ

までに利用したことのある検査として保健所の

利用が他の集団に比べて多く、HIVcheck.jp 以外

の郵送検査の利用は女性の性風俗勤務経験あり

のグループで 5.8%と多かった。HIV検査を定期的

に受けている人は MSMで 21.9%と多かった。 

C3-3．HIVに関連する認知 

自分がいま HIV に感染している可能性を高いあ

るいは五分五分と思うと回答している人の割合

は、MSMで 7.2%であるのに対して、その他男性で

は 0.8%や 2.6%と MSM で多かった。身近に HIV に

感染している人を知っている人の割合は MSM で

11.9%に対して、その他男性で 1.4%や 2.6%、女性

の性風俗勤務経験ありの人で4.7%とMSMで多かっ

た。また、自身が HIV と診断されたら、家族や友

人な身近な人に話せると思うかには、MSMで 37.5%

が話せるあるいはどちらかと言えば話せると応

えたのに対して、性風俗利用経験のない男性では

44.1%と、MSMで有意に少なかった（p=0.002）。 

D.考察 

前年度と比べて、受検希望者の来場が時間あた

り均等に分散していたことに加えて、ガイダンス

を集団としたこと、エレベーターを使用しない 3

階と 4階の 1フロアの移動になったことで受検者

の流れや検査相談会場に過度の混雑や混乱は見

られなかった。定員を超過する受検希望者の来場

に備えて、1 階の案内での対応や持ち帰っていた

だく資材などを用意していたが、使用することな

く終えた。前年度は土曜の夕方開催であったのに

対して、今年度は月曜日の夕方であり、遠方から

のアクセスや仕事終わりでのアクセスが困難な

ため、少ないニーズとなったことが考えられる他、

前回の混雑状況を知っていた人が当初から来場

を望まなかったことが考えられる。また、広報も

ゲイ向け出会い系アプリのみを使っており、上野

にあるゲイ向けショップでのチラシ配布やバー

への積極的な広報を行わなかったことも来場者

が少なかった要因と考える。 

今回の検査相談会によって、検査を受けたいと

思っていたが検査に行くきっかけがなかった人

たちに対して、感染していることがわかると怖い

あるいは感染がわかった後の生活が大変そうと

いう不安に、広報や専門の相談員の配置によって

応えることによって、検査受検行動支援を行うこ

とができたと考える。 

HIV陽性の 4名の内、3名は過去１年以内に HIV

検査を受けていた。ＨＩＶ感染の可能性をある程

度認識した上で、第 2 次予防として繰り返し定期

的に検査を行うことによって個人の健康増進お

よび集団の感染率低減を行うことができる。今回

の検査の利点となる要素の一つ一つの効果を分

離して検討することは困難であるが、平日、夕方、

繁華街から近い台東保健所、ＨＩＶ即日検査、梅

毒即日検査、無料匿名、専門の相談員がいる、ゲ

イに理解がある印象を与える広報などである。

MSM にとって、受検への障壁を少なく感じ、利益

性を高く感じる、受検者のニーズに沿った利用し

やすい検査相談の機会を継続的に提供していく

事が必要である。 

ゲイ向け出会い系アプリを利用した人（p＝

0.026）、ゲイ向け商業施設を利用した人（p＝0.05）

では生涯の HIV検査受検割合が有意に多く、ハッ

テン場利用者は非利用者に比べて過去 1年以内の

受検割合が有意に高かった（p=0.004）。活発な出

会いがあることで HIV感染リスクが高いことが懸

念されている商業施設や出会い系アプリを利用

している集団において、HIV 検査を受けている人

が有意に多いことから、感染リスクのある集団に

おいてどの程度の割合の人が検査を受けられる

ようにするかについて段階的な目標値を設定す

ることで、有意差だけによらない評価を行うこと

ができる。 
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E.結論 

MSM向けに、検査相談の機会を設けるとともに情

報提供を行った。曜日や周知方法によって、検査

の利用層が異なることが確認された。HIV 受検行

動を促進するためには、アクセスの良い場所、簡

便な手続き、所要時間の短縮、費用負担の軽減、

精度の高い検査と言った受検希望者が感じるい

くつかの障壁を低減することは重要である。しか

し、これに加えて、性感染症に対する抵抗感、検

査結果と将来への不安、HIV あるいはセクシュア

リティに対するスティグマ、パートナーとの関係

性、経済的問題など複合的な課題について十分に

配慮した検査と相談を伴う健康支援の機会を専

門家がワンストップで提供することのできる検

査相談の場を維持し活用してくことが重要であ

る。また、感染リスクのある集団においてどの程

度の割合の人が検査を受けられるようにするか

について段階的な目標値を設定することで、有意

差だけによらない検査受検勧奨の評価を行うこ

とができる。 

F.健康危険情報 

なし 

G.研究発表 

1.論文発表 

なし 
 
2.学会発表 

・本間隆之, 岩橋恒太, 堅多敦子, 他．検査・相談

体制 HIV 検査相談会「快速あんしん検査上野駅」

の実施．第 31 回日本エイズ学会学術集会.2017
年 11 月（東京）. 

・岩橋恒太, 本間隆之, 堅多敦子,他．検査・相談

体制 東京東部地域における MSM 向け HIV 検

査・相談会「快速あんしん検査上野駅」の啓発

の構成．第 31 回日本エイズ学会学術集会.2017
年 11 月（東京）. 

・本間隆之, 木南, 岩橋恒太, 他. 
Community-Based Organization によるアウト

リーチ活動のプログラム評価 ロジックモデル

を用いたプロセス評価．第 31 回日本エイズ学会

学術集会.2017 年 11 月（東京）. 
・荒木 順子(akta), 金子 典代, 木南 拓也, 岩橋 
恒太, 佐久間 久弘, 阿部 甚兵, 大島 岳, 太田 
貴, 石田 敏彦, 塩野 徳史, 新山 賢, 金城 健, 
本間 隆之, 市川 誠一．akta で展開したセーフ

ァーセックスキャンペーンとコミュニティベー

スド調査による効果評価．第 31 回日本エイズ学

会学術集会.2017 年 11 月（東京）. 
・今村顕史, 福島一彰, 堅多敦子, 土屋菜歩, 本間

隆之, 貞升健志．梅毒啓発を利用した新たな

HIV 受検勧奨法についての検討．第 31 回日本

エイズ学会学術集会.2017 年 11 月（東京）. 

H.知的所有権の出願・登録状況（予定を含

む） 

なし 
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研究 1 

[研究 1; 検査相談会]表 1．受検者の属性 

 
[研究 1; 検査相談会]表 2．検査相談会を何で知ったか、検査受検経験 

 

ｎ （%） ｎ （%） ｎ （%） ｎ （%）
性別

男
女
その他

年齢（10歳階級）
20歳代
30歳代
40歳代
50歳代
60歳代

居住地(都道府県)
埼玉県
千葉県
東京都
神奈川県
その他

職業
経営・会社員・公務員
自営業・自由業
パート・アルバイト・フリーター
学生
その他

ｎ＝135

HIV検査を受けたのは今回で何回目か

ｎ＝21 ｎ＝112 ｎ＝2
初回 2回以上

受検者全体

ｎ （%） ｎ （%） ｎ （%） ｎ （%）
「快速あんしん検査　上野駅」を何で知ったか（複数回答）

アプリ広告（9MONSTERS） 
Facebookやtwitter
ゲイバーやゲイショップにあったチラシ
知人からの口コミ
aktaのwebサイト
HIV検査相談マップ
ハッテン場にあったチラシ
医療機関や電話相談の紹介
その他

これまでにHIV検査を受けたいと思ったことがあるか
ある
ない

HIV検査は今回で何回目か
初めて(これまでのHIV検査経験なし)
2回目
3～5回目
6回目以上

(再掲) 検査経験あり

ｎ＝135

HIV検査を受けたのは今回で何回目か

ｎ＝21 ｎ＝112 ｎ＝2
初回 2回以上

受検者全体
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[研究 1; 検査相談会]表 3．これまでに HIV検査を受検しなかった理由 

 
 
[研究 1; 検査相談会]表 4．これまでに受検経験がある人の最近の受検時期と利用した検査の種類 

 

 
 
  

ｎ （%）
これまでにHIV検査を受検しなかった理由（複数回答）

きっかけがなかったから
HIVに感染していることがわかることが 怖いから
感染がわかった後の生活が大変そうだから
検査できる場所を知らなかったから
あいまいなままにしておきたいから
ゲイ・バイセクシャルであることを検査で話さなければならないから
お金がかかるから
HIVに感染している可能性がないから
HIVに感染しているのではないかと他の人から疑われるから
HIVに感染しているとわかると、ゲイ・バイセクシュアルだと家族等に説明しなければいけないから
周りの人も検査を受けていないから
その他

ｎ （%）
前回HIV検査を受けたのはいつか

6ヵ月未満
6ヵ月以上～1年未満
1年以上～3年以内
3年以上前

これまでに利用したことのあるHIV検査はどれか(複数回答)
東京都南新宿検査・相談室
台東保健所以外の保健所
病院・診療所
イベント検査
その他
台東保健所

東京都多摩地域検査・相談室
前回(1月)の快速あんしん検査上野駅
郵送検査

受検経験あり
ｎ＝112

初回受検者
ｎ＝21

ｎ （%）
前回HIV検査を受けたのはいつか

6ヵ月未満
6ヵ月以上～1年未満
1年以上～3年以内
3年以上前

これまでに利用したことのあるHIV検査はどれか(複数回答)
東京都南新宿検査・相談室
台東保健所以外の保健所
病院・診療所
イベント検査
その他
台東保健所

東京都多摩地域検査・相談室
前回(1月)の快速あんしん検査上野駅
郵送検査

受検経験あり
ｎ＝112

81



 

 

[研究 1; 検査相談会]表 5．受検理由 

 

 
  

ｎ （%） ｎ （%） ｎ （%）
今回検査を受検しようと思ったきっかけ（複数回答）

ただ単に知りたいから
定期的にHIV検査を受けているから
ずっと受けたいと思っていたから
HIVの情報に触れて,自分も心配になったから
HIVに感染している可能性があるから
病院や診療所でHIV検査を受けにくいから
梅毒に感染している可能性があるから
梅毒の情報に触れて,自分も心配になったから
新しいパートナーができたから
体調に変化があり,HIV感染の不安を感じたから
その他
体調に変化があり,梅毒感染の不安を感じたから
友人知人にすすめられたから
パートナーのHIV感染がわかったから
自分がHIV/梅毒以外の性感染症にかかったから
感染しても様々な支援を受けられると知ったから
パートナーと一緒に受けることにしたから
パートナーの梅毒感染がわかったから

自分がHIVに感染している可能性はどの程度あると思うか
かなりある
ある程度ある
ほとんど無い
まったくない
すでにHIV陽性を確認している

この検査会「快速あんしん検査　上野駅」を選んだ理由（複数回答）
HIVの結果が即日でわかるから
来やすい場所(上野)だったから
予約をする必要がないから
梅毒の結果が即日でわかるから
夜までやっているから
他の検査の機会を知らないから
相談ができるから
前回の「快速あんしん検査」が良かったから
友人知人が勧めていたから
aktaが広報をしている検査だから
その他

ｎ＝135 ｎ＝21 ｎ＝112
初回 2回以上

受検者全体 HIV検査を受けたのは今回で何回目か
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[研究 1; 検査相談会]表 6．性感染症罹患経験、HIV 感染予防行動 

 
 

ｎ （%） ｎ （%） ｎ （%）
今回の感染の心当たりとなる行為（複数回答）

男性とのセックス
女性とのセックス
乱交
ハッテン場でのセックス
薬物を使用したセックス
注射針などの共用
その他

今回の感染の心当たりになる行為があってからの時間
30日未満
30日以上90日未満
90日以上1年未満
1年以上

次の感染症にかかったことがあるか（複数回答）
梅毒
クラミジア
淋菌感染症
尖圭コンジローマ
性器ヘルペス
A 型肝炎
B 型肝炎
C 型肝炎
HIV感染症
ない

男性とのアナルセックス経験はあるか
ない
過去6ヶ月の間にある
過去6ヶ月から1年の間にある
1年以上前にある
あるけれどいつかは覚えていない

前回アナルセックス時のコンドームの使用
使った
使わなかった
覚えていない

過去6ヶ月アナルセックス時のコンドーム使用
毎回必ず使っていた
使うことが多かった
五分五分の割合で使った
使わないことが多かった
全く使わなかった

性感染症予防のためにコンドーム使いたいと思うか
はい
いいえ
相手に合わせる
コンドーム以外の予防方法をしている

ｎ＝135 ｎ＝21 ｎ＝112
初回 2回以上

受検者全体 HIV検査を受けたのは今回で何回目か
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[研究 1; 検査相談会]表 7．予防啓発活動の認知 

 
 
 
 
  

ｎ （%） ｎ （%） ｎ （%）
コミュニティーセンターの認知(複数回答)

ZEL（宮城県仙台市）
akta（東京都新宿区）
SHIP（神奈川県横浜市）
rise（愛知県名古屋市）
dista（大阪府大阪市）
haco（福岡県福岡市）
mabui（沖縄県那覇市）
いずれも知らない

これまでの都内のゲイ・バイセクシュアル向けHIV検査会の認知
知っていた
知らなかった

HIVに関する情報や支援サイト、電話相談の認知(複数回答)
HIV検査相談マップ
HIVマップ
東京都HIV検査情報web
東京都南新宿検査・相談室 
東京都多摩地域検査・相談室 
電話相談

ゲイ・バイセクシュアル男性向けの検査は受けやすいと思うか
そう思う
どちらとも言えない
そう思わない

ｎ＝135 ｎ＝21 ｎ＝112
初回 2回以上

受検者全体 HIV検査を受けたのは今回で何回目か
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[研究 1; 検査相談会]表 8．HIVに関する知識 

 

 
 

ｎ （%） ｎ （%） ｎ （%）
[知識]治療でウイルス量を抑えられる

正しい
間違っている
わからない

[知識]ＭＳＭには定期検査が推奨されている
正しい
間違っている
わからない

[知識]保健所ではHIV検査を無料匿名で受けられる
正しい
間違っている
わからない

[知識]職場などの健診でHIVがわかる人もいる
正しい
間違っている
わからない

[知識]風邪などの症状で病院を受診した時に 何も言われなければHIVに感染していない
正しい
間違っている
わからない

[知識]性感染症にかかると必ず症状が出る
正しい
間違っている
わからない

[知識]梅毒の初期症状には痛みがある
正しい
間違っている
わからない

ｎ＝135 ｎ＝21 ｎ＝112
初回 2回以上

受検者全体 HIV検査を受けたのは今回で何回目か
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研究２ 

[研究 2; MSMコミュニティ調査]表 9．新宿二丁目を訪れる頻度とゲイ向け施設等利用 

 
 
[研究 2; MSMコミュニティ調査]表 10．検査の利用、HIV予防行動 

 
 
  

ｎ ｎ ｎ ｎ ｎ ｎ
新宿二丁目の来訪頻度

月1回以上
2,3週間に1回程度
1週間に1回程度
1週間に2回以上

利用している施設、サービス等(複数回答)
ゲイバー
ゲイ向けクラブイベント
ゲイ向けのショップ
有料のハッテン場
ゲイ向け出会い系サイト
9monなどゲイ向け出会いアプリ
FacebookやTwitter等のSNS
ゲイ向けの雑誌
ゲイ向けのサークル
ゲイが集まることで有名な施設

（再掲）商業施設利用*
いずれもない

過去6ヵ月間に友達や知り合いとHIVやエイズについて話したことがあるか
ある
ない
友だちや知り合いはいない

＊ゲイバー、ゲイ向けクラブイベント・ショップ、有料ハッテン場のいずれかの利用

最近の受検時期HIV検査受検経験全体
一度もない 3年以上前 1～3年くらい前 1年以内ある

ｎ ｎ ｎ ｎ ｎ ｎ
利用経験のある検査施設・方法(受検者の中での割合)(複数回答)

保健所
病院
診療所・クリニック
南新宿検査・相談所
郵送検査
イベント検査

その他
過去6ヶ月以内の、ウケのアナルセックス時のコンドームの使用

ウケのアナルセックスはしていない
必ず使った
使ったり使わなかったりした
全く使わなかった

過去6ヶ月以内の、タチのアナルセックス時のコンドームの使用
タチのアナルセックスはしていない
必ず使った
使ったり使わなかったりした
全く使わなかった

HIV検査受検経験 最近の受検時期全体
一度もない 3年以上前 1～3年くらい前 1年以内ある
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[研究 2; MSMコミュニティ調査]表 11．コミュニティによる HIV予防啓発活動の認知 

 
 
[研究 2; MSMコミュニティ調査]表 12．コミュニティ活動の認知 

 
 
  

ｎ ｎ ｎ ｎ ｎ ｎ
見たことのあるWEBサイトやロゴ(複数回答)

All Japanキャンペーンサイト
HIVマップ
HIV検査相談マップ
あくたくん
ヤローページ
aktaマンスリーペーパー
どれもみたことがない

これまでに、新宿二丁目でコンドームなどを配布しているデリバリーボーイズをみかけたことがあるか
見かけたことがある
見たことがない
参加したことがある
知らない

新宿二丁目にある「コミュニティセンターakta」という場所を知っているか
知っていて、行ったことがある
知っていて、行ってみたい
知っているが、行ってみようと思わない
聞いたことがあるが、何か知らない
知らない

HIV検査受検経験 最近の受検時期全体
一度もない 3年以上前 1～3年くらい前 1年以内ある

ｎ ｎ ｎ ｎ ｎ ｎ
aktaの活動は、特別な人がやっているのではなく、自分の仲間がやっている活動だと感じる

そう思う
それ以外

aktaのメッセージは、自分(私)へのメッセージだと感じる
そう思う

それ以外
aktaからのメッセージは、HIVや性感染症に対して前向きで話しやすい雰囲気を感じる

そう思う
それ以外

aktaは、新宿二丁目の雰囲気に溶け込んだ活動をしていると思う
そう思う

それ以外
aktaの活動に共感する

そう思う
それ以外

HIV検査受検経験 最近の受検時期全体
一度もない 3年以上前 1～3年くらい前 1年以内ある
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[研究 2; MSMコミュニティ調査]表 13．新宿二丁目へのコミュニティ感覚 

 
 

研究３ 

[研究 3; パネル調査]表 14．回答者の属性 

 
  

ｎ ｎ ｎ ｎ ｎ ｎ
新宿二丁目に、安心感のようなものを感じている

そう思う
それ以外

新宿二丁目に、誇(ほこ)りや愛着のようなものを感じている
そう思う
それ以外

新宿二丁目でしか得られないものがあると感じている
そう思う
それ以外

新宿二丁目のために何か私ができることがあれば参加や協力をしたいと感じている
そう思う
それ以外

新宿二丁目はかけがえのない大切な場所だと感じている
そう思う
それ以外

新宿二丁目で行われている、HIVなどの性感染症の予防活動に、自分も何らかの形で参加や協力をしたいと感じている
そう思う
それ以外

新宿二丁目では、HIVなどの性感染症についての話を、しづらい雰囲気があると感じている
そう思う
それ以外

新宿二丁目に、HIVなどの性感染症の予防活動は必要だと感じている
そう思う
それ以外

HIV検査受検経験 最近の受検時期全体
一度もない 3年以上前 1～3年くらい前 1年以内ある

年齢
平均値
中央値
標準偏差
最小値
最大値

年齢（10歳階級)
20歳代
30歳代
40歳代
50歳代

居住地
埼玉県
千葉県
東京都
神奈川県

男性
×性交相手
（男性のみ
or男女とも）

男性
×性交相手
（女性のみ）

×性風俗利用経験
（なし）

男性
×性交相手
（女性のみ）

×性風俗利用経験
（あり）

女性
×性風俗勤務経験

（なし）

女性
×性風俗勤務経験

（あり）
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[研究 3; パネル調査]表 15．HIV検査受検経験と利用した検査の種類、性感染症の罹患経験 

 

これまでにHIV検査を受けたことがあるか
ない
1回だけある
2回から5回ある
6回以上ある
（再掲）ある

これまでに受けたHIV検査種類(受検者の中での割合)(複数回答)
保健所・保健センター
病院、診療所、クリニック
南新宿検査・相談室
イベント検査会

HIVcheck_jp以外の郵送検査
その他

一番最近HIV検査を受けた時期(受検者の中での割合)
過去6ヵ月以内
過去1年以内
過去1年から3年以内
3年より前

一番最近受けたHIV検査の種類（場所）(受検者の中での割合)
保健所・保健センター
病院、診療所、クリニック
南新宿検査・相談室
イベント検査会

HIVcheck.jp以外の郵送検査
その他

HIV検査を定期的に受けているか(受検者の中での割合)
6ヵ月またはそれより短い
おおよそ1年に一度
特にペースは決めていない

これまでに保健所のHIV検査実施時間に都合をつけられず、検査を受けられなかったことがあるか
ない
過去6ヵ月以内にある
過去1年以内にある
過去1年より前にある

保健所のHIV検査予約の時や、検査をしに行ったときに、断られたことはあるか
ない
過去6ヵ月以内にある
過去1年以内にある
過去1年より前にある

あなたはHIV検査を半年以内に受けたいと思っているか
はい
いいえ
どちらともいえない

次の性感染症にかかったことがあるか(複数回答)
梅毒
クラミジア
淋菌感染症
A型肝炎
B型肝炎
C型肝炎
HIV感染症
上記はいずれもない

男性
×性交相手
（男性のみ
or男女とも）

男性
×性交相手
（女性のみ）

×性風俗利用経験
（なし）

男性
×性交相手
（女性のみ）

×性風俗利用経験
（あり）

女性
×性風俗勤務経験

（なし）

女性
×性風俗勤務経験

（あり）
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[研究 3; パネル調査]表 16．HIV感染可能性の認知と知識 

 

 
  

自分が今HIVに感染している可能性はどの程度だと考えているか(性感染症罹患歴でHIV感染症と答えた人を除く中での割合)
高いと思う
五分五分くらいだと思う
低いと思う
わからない
あなたは友人・知人など身近な人でHIVに感染している人を知っているか
知っている
知らない
わからない
あなたご自身が、HIV感染症と診断されたら、家族や友人などだれか身近な人にHIV感染のことを自由に話せると思うか
話せると思う/話した
どちらかと言えば話せる
どちらかと言えば話せない
話せると思わない/話していない
保健所では、HIVの検査を無料で保険証を使わず名前を言わずに受けることができる
正しいと思う
正しくないと思う
わからない
HIVに感染していない人が、日頃から抗HIV薬を内服して、HIVの感染リスクを減らすPrEP（プレップ）という方法がある
正しいと思う
正しくないと思う
わからない
HIVに感染していても、抗HIV薬でウイルスが検出できないレベルに治療が成功していれば、性交相手にHIVを感染させない
正しいと思う
正しくないと思う
わからない
HIVの治療法は進歩しており、HIVを取り除く治療薬が日本で使えるようになった
正しいと思う
正しくないと思う
わからない

男性
×性交相手
（男性のみ
or男女とも）

男性
×性交相手
（女性のみ）

×性風俗利用経験
（なし）

男性
×性交相手
（女性のみ）

×性風俗利用経験
（あり）

女性
×性風俗勤務経験

（なし）

女性
×性風俗勤務経験

（あり）
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[研究 3; パネル調査]表 17．新宿二丁目コミュニティ予防啓発の認知と受検 

 
 
  

新宿二丁目にある「コミュニティセンターakta」を知っているか
行ったことがある
知っているが行ったことはない
知らない

新宿二丁目でHIV予防の資材などを配布しているデリバリーボーイズを知っているか
街で見かけたことがある
見かけたことはないが知っている
参加したことがある
知らない

webサイト「HIVマップ」を知っているか
知っている
知らない

検査相談会「快速あんしん検査上野駅」を知っているか
利用した
知っているが利用したことはない
知らない

女性
×性風俗勤務経験

（あり）

男性
×性交相手
（男性のみ
or男女とも）

男性
×性交相手
（女性のみ）

×性風俗利用経験
（なし）

男性
×性交相手
（女性のみ）

×性風俗利用経験
（あり）

女性
×性風俗勤務経験

（なし）
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[研究 3; パネル調査]表 18．HIV感染予防行動、ゲイ向けコミュニティ利用と受検 

 

MSMのみへの質問

過去6か月間の男性とのアナルセックス経験
した
しなかった
過去6ヵ月の男性とのアナルセックス（挿入される側：ウケ）時のコンドーム使用（過去6ヵ月のアナルセックス経験有の人の中での割合）
必ず使った
使うことが多かった
使わないことが多かった
まったく使わなかった
ウケはしなかった
過去6ヵ月の男性とのアナルセックス（挿入する側：タチ）時のコンドーム使用（過去6ヵ月のアナルセックス経験有の人の中での割合）
必ず使った
使うことが多かった
使わないことが多かった
まったく使わなかった
タチはしなかった
過去6ヵ月の男性とのセックスの相手の人数
0人
1人
2～9人
10人以上
過去6ヵ月の利用施設(複数回答)
ゲイバー
ゲイ向けクラブイベント
有料のハッテン場
野外のハッテン場
出会い系スマホアプリ
利用したものはない
よく行くゲイタウン(複数回答)
新宿二丁目
渋谷
新橋
上野
浅草
野毛
その他
ゲイタウンにいかない
ゲイタウンへ行く頻度（ゲイタウンにはいかないと答えた人を除く割合）
週に1回以上行く
週に1回くらい行く
月に2、3回くらい行く
月1回くらい行く
半年に数回くらい行く
行ったことがある程度
新宿二丁目には行ったことがあるか（ゲイタウンにはいかないと答えた人を除く割合）
週に1回以上行く
週に1回くらい行く
月に2、3回くらい行く
月1回くらい行く
半年に数回くらい行く
それ以下
行ったことがない
新宿二丁目に初めて行ってからどれくらい経つか（新宿二丁目にいったことがないと答えた人を除く割合）
半年未満
半年以上1年未満
1年以上3年未満
3年以上5年未満
5年以上10年未満
10年以上

1年以上前
全体

なし あり 1年以内
一番最近の受検時期生涯受検経験
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[研究 3; パネル調査]表 19．新宿二丁目コミュニティ感覚と受検 

 
 

MSMのみへの質問

「新宿二丁目」は私に影響を与えている
思う

それ以外
「新宿二丁目」の人たちが、私のことをどう思っているか、気になる

思う
それ以外

「新宿二丁目」内から発信される流行やメッセージに関心がある
思う

それ以外
「新宿二丁目」のありようは、私の生活に影響を与える

思う
それ以外

「新宿二丁目」の性感染症の予防に何らかの形で協力したい
思う

それ以外
「新宿二丁目」に、HIV予防活動は必要だ

思う
それ以外

「新宿二丁目」では、自分から性感染症の話題は出しづらい
思う

それ以外
「新宿二丁目」で性感染症の話をすると周りの人は嫌がるだろう

思う
それ以外

HIVに感染したら「新宿二丁目」に遊びに行けなくなるだろう
思う

それ以外
「新宿二丁目」でしか得られないものがある

思う
それ以外

「新宿二丁目」に、誇りや愛着のようなものを感じる
思う

それ以外
「新宿二丁目」で時間を過ごすことは、私にとって大切である

思う
それ以外

ゲイの友人から「新宿二丁目」の人と、見られたくはない
思う

それ以外
「新宿二丁目」に来たことがないゲイの知人がいたら、来ることを勧める

思う
それ以外

「新宿二丁目」に、安心感のようなものを感じる
思う

それ以外
「新宿二丁目」は私にとって居心地がいい

思う
それ以外

「新宿二丁目」は私にとって気楽にいられるところだ
思う

それ以外
「新宿二丁目」は自分がいる街だと感じる

思う
それ以外

一番最近の受検時期全体 生涯受検経験
なし あり 1年以内 1年以上前
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[研究 3; パネル調査]表 20．コミュニティ予防啓発の認知と受検 

 
 
  

MSM×akta認知

aktaの活動は特別な人がやっていると感じる
思う

それ以外
aktaの活動は自分と同じ人がやっていると感じる

思う
それ以外

aktaのメッセージはわかりやすい
思う

それ以外
aktaのメッセージは私へのメッセージだと感じる

思う
それ以外

aktaのメッセージはHIVや性感染症に対して前向きだなと感じる
思う

それ以外
aktaのメッセージはHIVについて話題にしやすいと感じる

思う
それ以外

aktaは新宿二丁目の雰囲気に溶け込んだ活動をしている
思う

それ以外
aktaは新宿二丁目らしい活動をしている

思う
それ以外

aktaの活動を応援したい
思う

それ以外
aktaの活動に共感する

思う
それ以外

全体 一番最近の受検時期
なし あり 1年以内 1年以上前

生涯受検経験
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[研究 3; パネル調査]表 21．検査の要素と利用意欲 

 
 
  

平日昼間に、保健所で、検査に関する丁寧な説明や相談を利用でき、HIVと梅毒を同時に検査し、結果がその場でわかる
ぜひ利用したい
まぁ利用したい
どちらともいえない
あまり利用したくない
絶対利用したくない

土日夜間に、保健所で、検査に関する丁寧な説明や相談はなく、HIVと梅毒を同時に検査し、結果がその場でわかる
ぜひ利用したい
まぁ利用したい
どちらともいえない
あまり利用したくない
絶対利用したくない

土日夜間に、身近な場所で、検査に関する丁寧な説明や相談を利用でき、HIVと梅毒を同時に検査し、結果を後日Webで確認する
ぜひ利用したい
まぁ利用したい
どちらともいえない
あまり利用したくない
絶対利用したくない

土日夜間に、身近な場所で、検査に関する丁寧な説明や相談はなく、HIVのみの検査で、結果がその場でわかる
ぜひ利用したい
まぁ利用したい
どちらともいえない
あまり利用したくない
絶対利用したくない

土日夜間に、保健所で、検査に関する丁寧な説明や相談を利用でき、HIVのみの検査で、結果を後日Webで確認する
ぜひ利用したい
まぁ利用したい
どちらともいえない
あまり利用したくない
絶対利用したくない

平日昼間に、身近な場所で、検査に関する丁寧な説明や相談はなく、HIVと梅毒を同時に検査し、結果を後日Webで確認する
ぜひ利用したい
まぁ利用したい
どちらともいえない
あまり利用したくない
絶対利用したくない

平日昼間に、保健所で、検査に関する丁寧な説明や相談はなく、HIVのみの検査で、結果を後日Webで確認する
ぜひ利用したい
まぁ利用したい
どちらともいえない
あまり利用したくない
絶対利用したくない

平日昼間に、身近な場所で、検査に関する丁寧な説明や相談を利用でき、HIVのみの検査で、結果がその場でわかる
ぜひ利用したい
まぁ利用したい
どちらともいえない
あまり利用したくない
絶対利用したくない

男性
×性交相手
（男性のみ
or男女とも）

男性
×性交相手
（女性のみ）

×性風俗利用経験
（なし）

男性
×性交相手
（女性のみ）

×性風俗利用経験
（あり）

女性
×性風俗勤務経験

（なし）

女性
×性風俗勤務経験

（あり）

95



 

 

[統合]表 22．３つの研究参加集団における主な項目の比較 

 

 
 

これまでにHIV検査を受けたことがあるか
ない
ある

これまでに受けたHIV検査種類(受検者の中での割合)(複数回答)
保健所・保健センター
病院、診療所、クリニック
南新宿検査・相談室
イベント検査会

HIVcheck_jp以外の郵送検査
その他

一番最近HIV検査を受けた時期(受検者の中での割合)
過去1年以内
過去1年から3年以内
3年より前

次の性感染症にかかったことがあるか(複数回答)
梅毒
クラミジア
淋菌感染症
A型肝炎
B型肝炎
C型肝炎
HIV感染症
上記はいずれもない

過去6か月間の男性とのアナルセックス経験＊
した
しなかった

過去6ヶ月以内の、アナルセックス時のコンドームの使用(過去6ヵ月間に男性とのアナルセックス経験ありの中の割合)
必ず使った
それ以外

これまでに、新宿二丁目でコンドームなどを配布しているデリバリーボーイズをみかけたことがあるか
見かけたことがある
見たことがない
参加したことがある
知らない

新宿二丁目にある「コミュニティセンターakta」という場所を知っているか
知っている
知らない

＊過去6か月間の男性とのアナルセックス経験：MSMコミュニティ調査は「ウケのアナルセックスをいていない」かつ「タチのアナルセックスをしていな
い」の選択者を「しなかった」の人数とした

［研究3］
パネル調査
（MSM）

［研究2］

コミュニティ調査

［研究1］
快速あんしん検査

上野駅

n＝156
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